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●開会　「点鐘」

●ロータリーソング  「我らの生業」

●ビジターの紹介

　国際ロータリー　第２６６０地区

　職業奉仕委員長　山﨑修一様（大阪鶴見RC）

●出席報告

●ロータリーの友紹介

　クラブ広報委員会　新宮一誓委員長

●その他の報告

●会務報告　「会長の時間」「幹事報告」

●SAA報告　ニコニコ箱

●卓 話　「ロータリーの職業奉仕　根幹の根幹」

　国際ロータリー第２６６０地区

　職業奉仕委員長　山﨑修一様（大阪鶴見RC）

●閉会　「点鐘」

■卓話予告

11/20　「私を語る」

　　　　　　三木由貴男会員・森川充康会員　

11/27　 「職業奉仕について」

　　　　　　　職業奉仕委員会　井川孝三委員

12/4　　「最新のがん治療あれこれ」

　　　　　　　佐々木　洋会員

12/11　忘年家族会

12/18　「半期を振り返って」　笠井　実会長

　本日はローターアクトクラブのチラシをお配りしておりま

す。これを配って、会員を勧誘しています。ローターアクト

については設立準備委員会を発足し、児林委員長と田

中副委員長にもとで、いろいろと検討してまいりました。

先日の籠乃屋での説明会には、18人の若者が集まってく

れました。

　皆様にもよりよく理解していただけるよう、今月は会長の

時間を使って、ローターアクトについてご説明させていた

だきたいと思っております。

第2842回　例会　プログラム

国際ロータリー　テーマ

ロータリーは世界をつなぐ  国際ロータリー 会長　マーク・ダニエル・マローニー
国際ロータリー　第2660地区　テーマ

Stand By You ～あなたと共に～ 国際ロータリー 第2660地区 ガバナー 四宮孝郎

The Pursuit of True Service and Friendship　真実の奉仕と親睦を探求する

会　長　の　時　間

八尾ロータリークラブ テーマ 会長　笠井　実



　ローターアクトは18～30歳の青年男女のためのクラブで

す。資料には「ローターアクトとは」ということから活動やメ

リット、魅力などについて書かれています。

　第2660地区には21のローターアクトクラブがあり、約300

人のローターアクターが活動しています。クラブ間でも交

流が非常に活発で、若い方のパワーを実感します。

　我々ロータリアンも、ローターアクターと交流することで

若い元気をもらえますし、学ぶこともあります。

　RACメンバーたちは本当に驚くほど交流されているので、

ロータリアンも見習わねばならないと感じます。例えば他

クラブにメークアップに行って、人脈を広げることも大切だ

と改めて思います。

▼2～4日、秋のRYLAが開催されました。参加いただ

きました皆様、ありがとうございました。

▼3～5日、台北東RCへ公式訪問を行いました。

▼10日、インターアクトの年次大会が四天王寺高校で

開催されます。

▼本日例会後、理事会を開催します。

▼児林委員長からのお土産を本日、お配りしておりま

す。

▼国際奉仕委員会・児林　秀一　委員長

　3～5日、台北東RCの56周年式典に出席してまいりまし

た。有意義な訪問になったと思います。15名で参加いた

しました。

▼ロータリー財団委員会・北野　和男　委員長

　先週は、ロータリー財団についての卓話をさせてい

ただきました。また本日は寄付のお申込用紙をお配り

しております。今月末に集めさせていただきますので、

ご協力をお願いいたします。

「そこまで言って委員会

　　　　米山記念奨学制度について！」　

▼米山奨学会委員会・松井　良介　委員長

　米山奨学会の使命は、日本と母国を結ぶ架け橋となる

外国人留学生を支援することです。1952年に東京RCで

発足しました。米山梅吉氏の功績を称え、「二度と戦争の

悲劇を繰り返さないために」という戦後ロータリアンの強い

願いがありました。

　当委員会では今年度の目標としたアンケート調査を先

日実施し、29名から回答をいただきました。これらの結果

をまとめ、地区へ要望書として届けることにしております。

　最初の設問に対する回答では、「資力がある学生に支

援する必要はない」が大半を占めました。皆さん、現在の

制度には疑問を持っているようです。また「貧困救済と高

度人材育成の二本立てにすべき」などの意見もありました。

　現状では自力で日本に留学してきた人たちの中から奨

学生を選ぶので、どうしても資力のある学生が対象となっ

てしまう傾向があります。

　奨学生については今、提携する学校からの推薦による

選考となっています。これに対しては「学校にも行けない

ような子どもたちが日本へ来る機会をつくるのが奨学制

度では」などの意見もありました。選考方法については

「一考する必要がある」と、皆さん考えているようです。

　新しい選考の条件などについては、RCと学校で話し合

う必要もあるのではないでしょうか。

　次に米山奨学生たちが「日本と世界の架け橋」になって

いるか、という問いに対しては、「卒業生からのアプローチ、

クラブからのアプローチがない」という回答が多かったで

す。「卒業してからのつながり方を、クラブも奨学会も考え

るべき」などの意見が書かれていました。

　今年度は868名が米山奨学生に選ばれていますが、奨

学金の総額は年間で約13億円になります。それにもかか

わらず、卒業後の状況がほとんどわからない状況です。

卒業後の消息などを、わかるようにするシステムが必要で

す。あるいは「米山奨学制度でキャリアアップをはかり、日

本の一流企業に就職するような例も見られ、少し違和感

がある」という声もありました。

　寄付目標額の「３万円」については、「高い」という回答

が最も多かったです。「目標額を決めると、半強制的に

なってしまう」や「今の状態では高

いと思う」などの意見が出されまし

た。費用対効果に疑問を感じてい

る会員がほとんどではないかと思

われます。また義務感からしぶし

そ の 他 の 報 告

卓　　　話

幹　事　報　告



ぶ寄付している方もあるようです。

　「米山は今後どうあるべきか」という問いには、「見直す

べき」という答がほとんどでした。選考過程を公開すべき、

選考基準を見直す、日本の学生を支援すべきなど、いろ

んな意見がありました。

　総論としまして、クラブ内の大多数が米山を見直すべき

と考えています。あるべき形に気づきながら、放置しては

ならないと思います。

　今回のアンケートから、会員の大多数が不満を感じてい

ることがわかりました。米山の制度をよりよく運用するには、

皆様の了解と前向きな協力が不可欠です。

　そこで地区への要望としては、

１）選考基準を変更する。推薦校任せではなく、ロータリ

アンも積極的に関与する。

２）貧困救済が基準にない。余力として使われるのは、避

けなければならない。

３）外国人に限定せず、日本人も対象にする。

４）中国、韓国の奨学生が多い。母国と日本の架け橋と

なってくれているのか。

５）その後の活動や近況がわかるようなシステムを作ること。

卒業後のルールづくりを。

との内容で提出し、働きかけていきたいと考えています。

　今年度の寄付金については、クラブ会員の皆様に目標

額のお願いはしませんでした。強制ではなく、皆様の判

断におまかせしたところ、昨年度実績の134万円に対し、

今年度は92万円でした。大幅な減額となりましたが、これ

をどう考えるのか。会長と地区へ持って行って、回答を得

たいと思います。

　また今回の卓話にあたり、奨学生のその後も調査しまし

た。当クラブでは1973年の台湾の劉さんから米山奨学生

の受け入れが始まり、これまでに韓国や台湾、アメリカな

どから数多くの奨学生を受け入れてきました。

　その中で現在の勤め先がわかっているのは、わずか5

名のみでした。台湾の范君は東証１部上場の企業に勤

務し、マレーシアのミシェルさんはマツダに在籍していま

す。三宅君は高校講師、陳君は大学講師をしています。

　先日、ラグビーＷ杯観戦で来日したトンガの元奨学生

は、住所もわからないような状態です。こうした状況は改

善すべきではないか、と思います。

▼笠井会長　松井会員、卓話よろしくお願い致します。

国際奉仕委員会の皆さん、台湾公式訪問ありがとうご

ざいました。

▼飯田会長エレクト　笠井会長、国際奉仕委員会の

皆様、台北東RC訪問、お世話になりました。

▼小谷副会長　台北東RC公式訪問お疲れ様でした。

食べすぎ、飲みすぎで日経平均と同じく私の体重も新

高値です。

▼吉田幹事　台北公式訪問お疲れ様でした。

▼中西（啓）会員　池尻会員、此の度は叙勲、誠にお

めでとうございます。ご夫人誕生日。

▼池尻会員　写真有難う。

▼中川（將）会員　瀬戸内クルーズのガンツウに乗っ

て来ました。二泊三日で一人￥５０万円です。池尻会

員、叙勲おめでとうございます。

▼寺坂会員　誕生内祝い。

▼村本会員　ご夫人誕生日。バッジ忘れお詫び。

▼中川（廣）・小林会員　例会欠席お詫び。

▼稲田会員　台北東RC公式訪問、国際奉仕委員会

の皆様、大変お世話になりました。また会長ごちそう

様でした。おいしかったです。先週の例会、大ちょん

ぼ、大変申し訳ありませんでした。

▼川田会員　笠井会長、夕食、昼食、ごちそう様でし

た。竹中さん、メガネお世話かけました。

▼吉本会員　池尻会員、瑞宝双光章受章おめでとう

ございます。山口会員、商工会議所会頭就任おめで

とうございます。

▼濵岡会員　台北東RCの５６周年行事に同行された

皆様には大変お世話になりました。心よりお礼申し上

げます。

▼柏木会員　例会欠席お詫び。メーキャップ池田君よ

ろしくお願いします。（同級生です。）良い事が有りまし

た。

▼松井会員　卓話、宜しくお願いします。

▼長竹会員 台北東RC公式訪問お疲れ様でした。

▼野村会員　松井さん、まあまあ素晴らしい卓話を期

待してます！

▼児林会員　台北東公式訪問お疲れ様でした。笠井

会長ごちそう様です。誕生内祝い。

ニ　コ　ニ　コ　箱



八尾ロータリークラブ会報 クラブ広報委員会
お気付きの点がございましたら、
広報委員会までご一報下さい

委員長 ▼ 新宮　一誓　　副委員長 ▼ 吉本　憲司
委 　員 ▼ 福田　隆教　　相馬　康人　　竹中　浩人

■ 出席報告

月日

10/23

10/30

11/6

会員数

65

66

66

出席

42

49

44

うち出席規定
適用免除者

14

15

13

メーク
アップ

2

出席率

73.68％

84.48％

78.57％

確定
出席率

77.19％

▼西村会員　台北東RC、公式訪問、お世話になりま

した。有難うございました。

▼相馬会員　朝晩冷え込む時期となりました。お体ご

自愛下さい。

▼藤田会員　ライラ、台北東５６周年お疲れ様でした。

昨日、大阪北RAC例会行って来ました。

▼北野会員　宇陀CCのシニア選手権、昨年に続き、

今年も優勝することが出来ました。頑張れば結果はつ

いてくるものと実感致しました。皆様に感謝。

▼曽家会員　１１月の3,4,5（２泊３日）台北東ロータ

リー周年祝い訪問、ご参加頂きまして、有難うございま

した。今回の国際奉仕については３日台北到着に稲

田さんのカバンがなくなりましたが、無事返ってきまし

た。５日の日本到着は、稲田さんが飛行機にケイタイ

を忘れ、稲田さんに始まり稲田さんで終わった日々と

なりました。以上です。

▼竹中会員　台北東RC公式訪問お疲れ様でした。臭

豆腐美味しかったです。二度と食べません。

　　八尾ＲＣの
　　ホームページも
　　ご覧ください

日時：２０１９年１１月６日（水）

承認事項

1.議事録承認

2.会計報告・書式変更の件

3.秋の親睦旅行収支報告の件

4.忘年家族会の件

5.11月卓話お礼・お土産の件

6.2020-21年度地区出向推薦の件

7.2020-21年度地区ガバナー補佐立候

補推薦書の件

8.八尾ロータアクトクラブ設立の件

9.会計監査費の件

10.ロータリーデーYAO2019

11.高齢者施設にＲＡＣ，ＩＡＣを招いて共

に餅つきを行うプロジェクトの件

12.インターアクト海外研修下見の件

13.八尾市青少年問題協議会委員の派

遣の件

理事会議事録

今後の予定
月 火 水 木 金 土 日

理事会 インターアクト
年次大会

秋のＲＹＬＡセミナー
（～4日）

台北東ＲＣ
公式訪問（3日～）

ロータリー
財団月間

月

月 火 水 木 金 土 日

地区大会

理事会

忘年家族会

（休会）

疾病予防と治療月間月
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